
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
（
12
月
12
日
）

　
　

  

令
和
７
年
度
小
城
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）「
金

属
類
処
分
収
入
」
に
つ
い
て
、
旧
給
食
セ
ン
タ
ー
、
三
日
月
・

牛
津
・
砥
川
小
学
校
給
食
室
で
不
要
に
な
っ
た
金
属
類
と
い
う

こ
と
だ
が
、
全
部
撤
去
し
た
か
。

　
　

  

工
事
等
で
取
り
外
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
以
外
は

あ
る
程
度
処
分
し
て
い
る
。

　
　

  

介
護
給
付
費
の
増
額
の
内
容
は
。

　
　

  

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
５
，６
１
５
万
円
、
共
同
生
活
援
助

３
，０
４
２
万
円
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
２
，９
７
６
万
円
、
生

活
介
護
１
，３
５
２
万
円
で
あ
る
。

　
　

  「
学
校
給
食
費
物
価
高
騰
対
策
事
業
」
に
つ
い
て
、
期
間

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
ど
の
く
ら
い
上
が
る
と
見
込

ん
で
い
る
か
。

　
　

  
米
に
つ
い
て
、
現
在
６
年
産
を
使
用
し
て
い
る
が
１０
キ

ロ
当
た
り
４
，９
３
３
円
で
あ
り
、
１１
月
か
ら
は
５
，８
４
７
円

と
な
り
、
１０
キ
ロ
当
た
り
９
１
４
円
増
加
す
る
。
７
年
産
を
使

用
す
る
１
月
か
ら
は
１０
キ
ロ
当
た
り
７
，３
６
９
円
と
な
り
差

額
が
２
，４
３
６
円
と
な
る
。

　
　

  「
小
城
市
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
」
の
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
に
つ
い
て
、
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事

業
に
取
り
組
む
園
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
。

　
　

  

私
立
園
が
１
園
、
公
立
園
が
１
園
で
あ
る
。

質
問
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弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
12
月
15
日
）

　
　

  

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）「
金
属
類

処
分
収
入
」
に
つ
い
て
、
売
払
い
方
法
、
車
種
は
。

　
　

  

農
林
水
産
課
で
廃
車
と
決
定
し
、２
社
か
ら
見
積
を
取
っ

て
い
る
。
車
種
は
プ
ロ
ボ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。

　
　

  

新
規
「
就
農
者
支
援
事
業
」
に
つ
い
て
事
業
内
容
と
何

名
の
新
規
就
農
者
を
想
定
し
て
い
る
か
。

　
　

  

田
植
機
、乾
燥
調
整
施
設
、ア
ッ
パ
ー
ロ
ー
タ
リ
ー
、ア
ー

ス
ロ
ー
タ
リ
ー
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
支
援
で
一
法
人
と
な
っ

て
い
る
。

　
　

  「
三
里
北
部
地
区
鉱
害
復
旧
農
業
施
設
維
持
管
理
事
業
」

に
つ
い
て
、
揚
水
ポ
ン
プ
電
動
機
及
び
真
空
ポ
ン
プ
の
経
過
年

数
と
老
朽
化
の
状
況
は
。

　
　

  

電
動
機
の
故
障
と
真
空
ポ
ン
プ
の
故
障
で
、
第
２
貯
水

槽
に
水
を
送
れ
て
い
な
い
状
況
。
平
成
３
年
に
設
置
さ
れ
、
30

年
ぐ
ら
い
経
過
し
て
い
る
。

　
　

  

令
和
７
年
度
小
城
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）「
配
水
設
備
改
良
費
」に
つ
い
て
、工
事
請
負
費
の
減
額
で
、

工
事
延
期
の
理
由
は
、
令
和
８
年
度
に
間
に
合
う
の
か
。

答
弁  

現
状
、
各
浄
水
施
設
の
運
転
状
況
を
N
T
T
西
日
本
の

ア
ナ
ロ
グ
専
用
回
線
で
繋
い
で
い
る
が
、
令
和
11
年
３
月
を

も
っ
て
、
専
用
回
線
サ
ー
ビ
ス
が
終
了
と
な
る
た
め
、
各
浄
水

施
設
の
設
備
更
新
が
必
要
と
な
る
。
令
和
８
年
度
か
ら
10
年
度

の
３
箇
年
か
け
て
更
新
工
事
を
行
い
た
い
。
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質
問
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質
問

総
務
常
任
委
員
会
（
12
月
11
日
）

　
　

  

令
和
７
年
度
小
城
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）「
個

人
市
民
税
」
に
つ
い
て
、
現
年
課
税
分
2
億
1
，3
0
0
万
円

増
額
の
主
な
要
因
は
。
ま
た
、
納
税
義
務
者
が
一
気
に
4
0
0

人
も
増
え
る
理
由
は
。

　
　

  

約
2
億
円
の
う
ち
、
約
5
千
万
円
が
個
人
の
株
譲
渡
、

そ
の
他
の
要
因
と
し
て
は
、
納
税
義
務
者
の
増
と
い
う
こ
と
で

年
間
で
約
4
0
0
人
弱
増
え
て
い
る
。給
与
所
得
に
関
し
て
は
、

賃
金
ア
ッ
プ
、
所
得
と
し
て
約
18
億
円
増
え
て
い
る
。
市
民
税

相
当
分
と
い
う
こ
と
で
約
1
億
円
が
増
え
て
い
る
。
そ
の
他
と

し
て
、
農
業
所
得
、
営
業
所
得
、
年
金
受
給
が
増
え
て
、
約
5

千
万
円
増
で
、
総
額
2
億
円
程
度
で
あ
る
。
納
税
者
が
増
え
る

理
由
は
主
に
、
賃
金
ア
ッ
プ
の
増
に
よ
っ
て
今
ま
で
は
非
課
税

だ
っ
た
方
が
、
課
税
所
得
者
に
な
っ
た
の
が
一
番
大
き
な
要
因

と
思
っ
て
い
る
。

　
　

  「
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費
」
の
戸
籍
事
務
に
つ
い
て
、
シ

ス
テ
ム
改
修
費
3
4
7
万
円
と
説
明
が
あ
っ
た
が
、
財
源
内
訳

の
国
庫
支
出
金
95
万
円
が
こ
の
財
源
か
。
ま
た
、
国
の
法
律
改

正
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
で
あ
る
が
補
助
は
な
い
の
か
。

　
　

  

国
庫
支
出
金
の
95
万
円
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事

務
補
助
金
で
あ
る
。
補
助
金
に
つ
い
て
は
要
望
し
た
が
、
補
助

は
付
い
て
い
な
い
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

常 任 委 員 会 報 告
　12月９日の本会議において、各常任委
員会に付託された議案審査は、慎重な審
査の結果、全議案について可決した。
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